
平成１７年度 「ひと、輝くまち 倉敷。」市民企画提案事業 事業実績報告書 
事 業 名 市民活動☆交流ひろば事業 

団 体 名 くらしきﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ推進ひろば 市担当部署 市民活動推進課 

事 業 費 １，１０３，４７７円 市の負担額 ９８５，４７７円 

 

【目的】 

＊本事業は、「協働のまちづくり」に不可欠な市民活動団体等の活性化を図るため、講座、活動紹介、

交流会を開催し、連携・育成・支え合いの「場」づくりを行う事を目的とする。 

事
業
の
目
的
・
概
要 

【概要】以下の事業を複合的に実施する事で、様々な主体が担い、連携、参加する 

１ 活動紹介展示：市民活動団体の活動紹介展示を、参加しやすい活動フライヤー（チラシ）の展覧

会というかたちで実施 

２ 参加型市民活動講座 

「つたえよう☆市民活動」フライヤー展への潜在的出品希望者に、広報・広告のノウハウを提供し、

出品作へと活かしてもらう 

「結んで拓く☆市民活動」市民活動団体同士のネットワーク構築のメリットや必要性と、具体的な可

能性やノウハウを提供 

３ 交流会 

各団体の人同士が、顔の見える関係（ネットワーク）を持てる場の提供 

 

事
業
実
績 

１ 参加型市民活動講座「つたえよう☆市民活動」：11月 12日、於：市民会館 

＊広報・広告のコツを学び、各団体活動に活かすことを目的に実施 

２ 交流会「わいわい♪つながる☆市民活動」：11月 12日、玄米食堂にて 

＊「つたえよう☆市民活動」講座参加者相互の交流と情報交換を目的に実施 

３ フレフレフライヤー展（フライヤー展と巡回展） 

＊市民活動団体のフライヤーによる活動紹介展示とコンクール形式の展覧会 

＊11月 26日倉敷市民会館、巡回展は 11月 30日から 3日間イオン倉敷にて 

４ 参加型市民活動講座「結んで拓く☆市民活動」、2月 4日、ライフパーク倉敷 

＊市民活動におけるネットワークやネットワーキングをテーマに講座を開催 

事
業
成
果
・
課
題 

●事業成果（評価） 

＊フライヤー展は、出展者と観覧車の双方から反響が大きく、このような場と機会の継続を要望する

声が数多く寄せられている。 

＊いずれのプログラムもマスメディアに取り上げられるなど話題性あるものとなった。 

●課題 

＊講座やフライヤー展の効果をどのように検証するか、実態の把握とその評価方法の構築が今後の課

題。 

＊事業を発展的に継続するには、広く市民活動団体に実施母体への参画を促すことが肝要で、そのネ

ットワークと手法構築が課題といえる。 

今
後
の
展
望 

＊今後の事業展開として各講座の充実、すなわち深みを持たせた実践的な内容とすることがある。講

座を通じて、一応の成果や結論を生み出すことで、日常的な活動への支援となり、活動の展開や方向

に示唆を与えていくことが可能といえる。 

＊市民活動の紹介に関しては、市民活動団体の活性化や連携などを目的に、参加団体同士の交流の場

やネットワークづくりを行っていくことが考えられる。また活動内容別あるいは地域別に対象設定し、

よりきめ細かく市民活動団体とその活動を取り上げることにより、市民活動の発掘・支援につながる

といえる。 



 

 

提 案 団 体 自 己 評 価 書 
事 業 名 市民活動☆交流ひろば事業 

団 体 名 くらしきﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ推進ひろば 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業予算書と実

績との比較 

１ ほとんど同じ 

２ 多少の変更があった 

３ 大幅に変更している 

４ ３の回答で２，

３と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

７ 市と協働するこ

とで期待した効果

を得ることができ

た 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

８ ７の回答で３，

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

９ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

＊行政側のルールや都合などに戸惑うことが多く、事業実施以外に相当の時間、労

力、精力を費やした。 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

＊事業選考や採択にあたっての選定基準や審査方法などの改善を希望（その都度要

望しているが真摯な対応をいただけていない） 

＊協働に関する熟度向上のための方策検討（行政側と市民側双方） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

市 自 己 評 価 書 

事 業 名 市民活動☆交流ひろば事業 

市担当部署 市民活動推進課 

１ 実施計画書のと

おり実施できた 

１ できた 

２ 概ねできた 

３ あまりできなかった 

４ ほとんどできなかった 

２ １の回答で３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

３ 事業の実施によ

って期待した効果

をあげることがで

きた 

１ 期待どおりであった 

２ 概ねあった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

４ ３の回答で、３、

４と答えた場合の

み記入 

主な理由 

 

５ 提案団体と協働

で事業実施するこ

との効果はあった

か 

１ 非常にあった 

２ あった 

３ あまりなかった 

４ ほとんどなかった 

６ ５の回答の主な

理由 

 フライヤー展は市主催のまちづくり人材養成事業と連携を図り、並行実施したこ

とにより、参加団体はもちろん一般者にも広く活動の広場ができたが、講座参加者

がやや少なく広報手段の検討が必要であると感じた。 

 

 

７ その他、評価す

べき点（事業を通

じて気づいた点な

ど） 

・ フライヤー展の実施にあたり、提案団体独自による巡回会場を増やし普及啓発の

効果はあった。 

・ お互い多忙により役割分担や合意事項の連携に欠けた面があった。 

 

 

 

 

 

 

市民企画提案事業に

ついて意見・要望な

ど 

・ 事務処理が複雑すぎ、提案者は相当の労力を費やしている 

・ 提案事業に対する行政の説明不足が感じられるとともに事業担当課の協働意識

が薄く、行政職員の研修等が必要 

・ 経費制限（使途）に矛盾が見られる 

・ 少人数の課で数件の提案事業が認可された場合、人的体制が必要 

 

 

 

 

 

 


